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１　概　　　況
　本市の病院事業は，県下の中核的総合病院として，市民はもとより県民の健康保持
に必要な医療の提供を目的としている。この目的を達成するため，年々施設及び医療
器械の整備拡充並びに医師，看護師をはじめ薬剤師などの医療技術者の技術向上を図
り，専門的で高度な医療の提供及び救急医療体制の確立に努力している。平成２２年度
には，医療の質やサービスについて，効果的で客観的な向上を図るため，財団法人日
本医療機能評価機構が実施する病院機能評価を受審し，認定を受けた。また，医師の
卒後研修を行う臨床研修指定病院，看護学校生徒の実習病院としての機能を果たして
いる。
　なお，施設の老朽化，狭隘化に伴い，平成２７年度の移転・開院に向け，新病院の建
設を進めている。
創　　　立

　昭和１５年４月市立診療所として発足
　昭和２０年４月市立病院に改称，現在に至る。この間，昭和３９年４月地方公営企業法
財務規定等適用，昭和４４年４月同法全部適用
所　在　地

　加治屋町２０番１７号（昭和２３年１０月移転）
敷地及び建物

　敷地面積　　１５，８６２．９１㎡

　建物面積　本　　 館　地下１階地上７階　　　１５，８５３．０９㎡
　　　　　　１　号　館　地下１階地上５階　　　　５，３８１．１３㎡
　　　　　　２　号　館　地上６階　　　　　　　　３，５３７．８０㎡
　　　　　　３　号　館　地上６階　　　　　　　　４，９６６．６４㎡
　　　　　　４　号　館　地下１階地上３階　　　　１，８８９．４７㎡
　　　　　　５　号　館　地上４階　　　　　　　　１，００４．３４㎡
　　　　　　救命救急棟　地下１階地上８階　　　　５，０９１．１３㎡
　　　　　　そ　の　他　　　　　　　　　　　　　２，２４７．８９㎡
　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　３９，９７１．４９㎡

２　経営の基本
敢　設　置

　市民の健康保持に必要な医療を提供するため，病院事業を行い，企業の経済性を発
揮するとともに，公共の福祉の増進を図るよう運営するものとする。
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病
院
事
業
（
１
概
況
・
２
経
営
の
基
本
）

病 院 事 業



柑　診療科目（２０科）
　内科・消化器科・循環器科・リウマチ科・小児科・外科・整形外科・形成外科・脳
神経外科・心臓血管外科・小児外科・皮膚科・泌尿器科・産婦人科・眼科・耳鼻いん
こう科・放射線科・歯科・歯科口腔外科・麻酔科
桓　病　床　数

　６８７床（一般病床６４１床・感染症病床６床・結核病床４０床）
棺　救命救急センター

　重篤救急患者の救命医療を行うため，昭和６０年１月に開設し，救急医を中心に，内
科，消化器科，放射線科，小児科，脳神経外科，産婦人科，外科，整形外科（複雑多
発外傷等），形成外科（広範囲火傷等）及び循環器科（心筋梗塞・重症不整脈・重症
心不全等）等の診療機能を組み合せて２４時間体制で対応している。救命救急センター
棟　平成３年２月完成。なお，平成２３年７月には小児救急医療拠点病院に指定され
た。
款　総合周産期母子医療センター

　従来の周産期医療センターの新生児集中治療管理室（ＮＩＣＵ　３６床），新生児治
療回復室（ＧＣＵ　６床），後方ベッド（３８床）に加えて，平成１９年１１月に，母体・
胎児集中治療管理室（ＭＦＩＣＵ　６床）を設置することにより，産科と新生児科の
機能を集中させ，リスクの高い妊娠に対する医療や高度な新生児医療等，母体及び胎
児，新生児に対し一貫した２４時間体制での周産期医療を行う総合周産期母子医療セン
ターを開設した。
歓　脳卒中センター

　日本人の３大死亡要因のひとつで，鹿児島において死亡率の高い脳卒中患者に対応
するため，平成２０年１月に脳卒中ケアユニット（ＳＣＵ　３床）の設置と，脳卒中専
門医による２４時間体制の対応により，発症直後の超急性期の治療も行える脳卒中セン
ターを開設した。
汗　医療安全管理室

　医療安全管理に関する委員会の運営，職員に対する教育や研修及び医療事故に関す
る情報収集・分析・対策等を総括することを目的として，平成１９年４月に設置した。
漢　医療連携室

　地域の医療機関や介護施設等との協力・連携の拠点として支援を行うほか，医療
ソーシャルワーカー，相談員による福祉部門等との連絡調整，相談等を行い，患者に
最良の医療サービスを提供することを目的として，平成１９年４月に設置した。
澗　がん治療部門

　ＭＲＩ等の高度診断装置の充実を図るとともに，超高圧放射線治療装置リニアック
及びアフターローディング装置に治療計画装置を加え，より的確な治療を行い，ま
た，がん化学療法の中でも局所療法として血管カテーテルによる抗がん剤の動脈内注
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入法及び腫瘍血管塞栓術等の治療も行っている。なお，平成２３年４月に，質の高いが
ん医療の提供のため，地域がん診療連携拠点病院に指定された。
潅　人工透析室

　腎不全（尿毒症）治療のため昭和４９年に設置した。
環　教育病院施設

　当院は，医師の臨床研修や多数の看護師養成所の実習病院として利用されているこ
とから，近代医学に対処できる後継者の育成を図るとともに，医療関係者の生涯教育
のため，図書室，視聴覚室，カルテ管理室及び学術講堂等を昭和５３年１０月に３号館に
併設した。
　なお医師の臨床研修については，昭和４７年に医師法の臨床研修病院に指定され，平
成１５年には新たな医師臨床研修制度に対応する臨床研修病院として指定を受けてい
る。
甘　小児科病棟

　小児患者の医療需要に応えるため，２号館４・５階に５１床を設置し，昭和５８年５月
１日から業務を開始している。
　施設内容は，感染に弱い難病患者を対象にした無菌室，がんや白血病に必要な血液
成分分離室，病気を治療しながら授業を受けられる院内学級・プレイルーム等を配置
している。
監　鹿児島県ドクターヘリの運航開始

　傷病者の救命率の向上と後遺症の軽減を図るため，当院を基地病院とする鹿児島県
ドクターヘリの運航が平成２３年１２月に開始した。ドクターヘリは，救急医療に必要な
機器及び医薬品を装備したヘリコプターで，救急医療の専門医及び看護師等が同乗し
救急現場等に向かうことにより，現場等から医療機関に搬送するまでの間，患者に救
命医療を行うことができるようになった。
看　電子カルテの導入

　平成25年12月より電子カルテの運用が開始され，病院で医師が記録する診療録（カ
ルテ）を，コンピュータを用いて電子的に記録・保存することで、情報の共有化や
データの２次利用による診療情報の活用を行うことができるようになった。
　紙カルテでは，複数人での閲覧や記載が難しかったが，電子カルテでは場所を選ば
ず複数人での閲覧・記載が可能となった。また入院・各科外来ごとに分かれていたカ
ルテが統合され，１患者１カルテとなった。
竿　市立病院建設事業

　施設の老朽化，狭隘化に伴い，平成２７年度の新築移転に向けた取り組みを進めてお
り，平成２１年度は基本設計，平成２２年度から２３年度にかけては実施設計を行った。平
成２４年度から建設工事に着工しており，平成２７年度の開院を計画している。
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　①　新病院の施設整備のコンセプト

　　ア　患者・家族等利用者の視点に立った施設
　　イ　安心安全な施設
　　ウ　環境変化に対応できる施設
　　エ　業務の効率化に配慮した施設
　　オ　地域特性や周辺の環境・景観を考慮した施設
　　カ　経済性を追求した施設
　　キ　地球環境に配慮した施設
　②　現病院との概要比較

３　事業計画 

－ ３６６ －

増　　減平成２６年度平成２５年度事　　項区　　分
０６８７６８７　 病 床 数 （ 床 ）　

１　事 業 計 画

０６４１６４１一 般 病 床イ
０６６感 染 症 病 床ロ
０４０４０結 核 病 床ハ

△２，９００３８８，０００３９０，９００　 患 者 数 （ 人 ）　
７００２１１，７００２１１，０００外 来 患 者イ

△３，６００１７６，３００１７９，９００入 院 患 者ロ
０００改 築 工 事 費 （ 千 円 ）

２　建設改良計画 ３，１６２，４８３４，４５７，４２１１，２９４，９３８資 産 購 入 費 （ 千 円 ）
８，６８２，９２７１１，１８２，７６１２，４９９，８３４建 設 事 業 費 （ 千 円 ）

新 病 院（予定）現 病 院

上荒田町37番１（ＪＴ跡地）加治屋町20番17号所 在 地

44,632㎡15,863㎡敷 地 面 積

51,896㎡39,971㎡延 べ 面 積

地上８階　塔屋１階地下１階　地上８階建 物 階 数

約41m約35m建 物 高 さ

鉄骨造
一部鉄骨鉄筋コンクリート造

（免震構造）
鉄骨鉄筋コンクリート造
鉄筋コンクリート造

構 造
（ 病 院 本 棟 ）

約580床
（うち一般病床574床）

687床
（うち一般病床641床）病 床 数

654台222台駐 車 台 数
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４　事業実績
敢　科別患者数（平成２５年度）　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人，％）

柑　科別収入状況（平成２５年度調定額）　　　　　　　　　　　　（単位：千円，％）

 

－ ３６７ －

構成比計外 来入 院種別
科別構成比計外 来入 院種別

科別

２．２７，５８４７，１２１４６３皮 膚 科９．７３３，８７６１８，５３４１５，３４２内 科

５．１１７，６５２１１，５８１６，０７１泌 尿 器 科３．２１１，２４０９，２０５２，０３５消 化 器 科

２０．８７２，５９４２６，２０５４６，３８９産 婦 人 科５．５１９，２１４８，５９２１０，６２２循 環 器 科

７．５２５，４６０２０，２４３５，２１７眼 科５．３１８，６１７８，５５６１０，０６１小 児 科

５．８２０，２９３１１，１６８９，１２５耳鼻いんこう科３．８１３，２６３５，２５０８，０１３外 科

３．２１１，１７４９，２６９１，９０５放 射 線 科１．１３，７７６２，０４２１，７３４心臓血管外科

０．０１４２１４２０麻 酔 科１．１３，９８４２，５１７１，４６７小 児 外 科

３．０１０，３７０８，４２６１，９４４歯科・歯科口腔外科６．０２１，１９２１１，０８４１０，１０８整 形 外 科

１００．０３４８，７０２１８７，４３３１６１，２６９小 計０．１２７２７０リウマチ科

２５７１９３６４人間ドック５．５１９，３３２１２，８９０６，４４２形 成 外 科

３４８，９５９１８７，６２６１６１，３３３合 計１１．１３８，９１２１４，５８１２４，３３１脳神経外科

構成比計外 来入 院種別
科別構成比計外 来入 院種別

科別

１４．９１，９３１，７９１１９１，６２８１，７４０，１６３脳 神 経 外 科７．０９１０，９２２２７７，７７９６３３，１４３内 科

０．３４２，６８８２９，８２８１２，８６０皮 膚 科１．８２２８，３９３１３９，７７７８８，６１６消 化 器 科

４．７６１２，８１９２１５，８９６３９６，９２３泌 尿 器 科６．６８６４，３１６１００，９４８７６３，３６８循 環 器 科

２７．２３，５３１，２９６３５６，３４９３，１７４，９４７産 婦 人 科８．７１，１２７，６８８２５８，８４６８６８，８４２小 児 科

４．６５９２，９０９２１７，６４９３７５，２６０眼 科４．８６１８，８７３１３２，６６５４８６，２０８外 科

４．１５３０，２５２１０５，９１９４２４，３３３耳鼻いんこう科１．４１８７，２８０２３，５０３１６３，７７７心臓血管外科

２．２２８７，７８４２０６，３４４８１，４４０放 射 線 科１．５１９５，３７９４１，９６５１５３，４１４小 児 外 科

０．０１６６１６６０麻 酔 科５．２６７１，６００８５，９４３５８５，６５７整 形 外 科

１．０１２６，７８５４５，９７６８０，８０９歯科・歯科口腔外科０．０１３７１３７０リ ウ マ チ 科

１００．０１２，９８２，００３２，５２４，４７４１０，４５７，５２９合 計４．０５２０，９２５９３，１５６４２７，７６９形 成 外 科
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桓　医療費負担患者数（平成２５年度）　　　　　　　　　　　　　　（単位：人，％）

棺　年度別患者数・収入状況（調定額）　　　　　　　　　　　　　（前年度＝１００）

－ ３６８ －

負　　　担　　　区　　　分
延 患
者 数

種別

区分
そ の 他退 職

医 療
後 期
高 齢 者

生 活 保
護 及 び
命 入

労 災
保 険

社 会
保 険
（家族）

社 会
保 険
（本人）

国 保

  ４，８６１１，４７８３６，７７３  ７，５７６２，５７４４６，７３９２３，６９５３７，５７３１６１，２６９入 院

１２，００８１，９０９３６，７３０１０，５９３１，９８５３８，７４３３２，７６４５２，７０１１８７，４３３外 来

１６，８６９３，３８７７３，５０３１８，１６９４，５５９８５，４８２５６，４５９９０，２７４３４８，７０２計

４．８％１．０％２１．１％５．２％１．３％２４．５％１６．２％２５．９％１００．０％構 成 比

平成２５年度平成２４年度平成２３年度
年　度

区　分 対前年比対前年比対前年比

％
９３．７

人
１６１，２６９

％
１００．３

人
１７２，１２３

％
９７．１

人
１７１，６５６

入 院

患 者 数
９０．７１８７，４３３１０１．８２０６，７４５８９．５２０３，０７２外 来

９２．０３４８，７０２１０１．１３７８，８６８９２．９３７４，７２８計

％
１０１．６

千円
１０，４５７，５２９

％
１０７．２

千円
１０，２９６，８１０

％
９６．４

千円
９，６０５，１４９

入 院

収 入 状 況
８６．９２，５２４，４７４８８．９２，９０５，３８６９８．５３，２６６，４１４外 来

９８．３１２，９８２，００３１０２．６１３，２０２，１９６９６．９１２，８７１，５６３計

病
院
事
業
（
４
事
業
実
績
）



５　財　　　務
敢　予算概要（平成２６年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円） 

－ ３６９ －

支　　　　　　　　　　　出収　　　　　　　　　　　入

予定額款　　項　　目予定額款　　項　　目

２０，４０７，７７０　 収 益 的 支 出　１５，９６６，８３１　 収 益 的 収 入　

２０，４０７，７７０病 院 事 業 費 用１１５，９６６，８３１病 院 事 業 収 益１

１５，５２４，８９９医 業 費 用１１４，９３６，８１９医 業 収 益１

８，８２８，２３４給 与 費１１２，０７０，７４２入 院 収 益１
３，９０６，０５０材 料 費２２，６９６，００６外 来 収 益２
２，０４４，７９３経 費３１７０，０７１そ の 他 医 業 収 益３
６５５，４９５減 価 償 却 費４１，０３０，０１２医 業 外 収 益２

１０，３６０資 産 減 耗 費５６，９１７受 取 利 息 配 当 金１
７９，９６７研 究 研 修 費６６５，１２４国 庫 補 助 金２
４０１，２４９医 業 外 費 用２３４７，７３２県 補 助 金３
９６，６０１支払利息及び企業債取扱諸費１３６６，０６８負 担 金 交 付 金４
１９，６５８長期前払消費税額償却２２９，１７０他 会 計 補 助 金５
１１４，６００繰 延 勘 定 償 却３１２，２２０受 託 収 益６
２，１４７消費税及び地方消費税４１３９，７６４長 期 前 受 金 戻 入７

１６８，２４３雑 損 失５６３，０１７そ の 他 医 業 外 収 益８
４，４７６，６２２特 別 損 失３

１，４３３過 年 度 損 益 修 正 損１
４，４７５，１８９そ の 他 特 別 損 失２

５,０００予 備 費４

５，０００予 備 費１

△４，４４０，９３９収　支　差　引

１６，１４０，２３０　 資 本 的 支 出　11，247，３６７　 資 本 的 収 入　

１６，１４０，２３０資 本 的 支 出１１１，２４７，３６７資 本 的 収 入１

１５，６４０，１８２建 設 改 良 費１１０，１５８，０００企 業 債１

４，４５７，４２１資 産 購 入 費１１０，１５８，０００企 業 債１
１１，１８２，７６１建 設 事 業 費２２３２，２５５出 資 金２

４９４，３４８企 業 債 償 還 金２２３２，２５５一 般 会 計 出 資 金１
４９４，３４８企 業 債 償 還 金１１２，３７５負 担 金３

７００そ の 他 資 本 的 支 出３１２，３７５一 般 会 計 負 担 金１
７００補 助 金 返 還 金１１２４，３４６国 庫 支 出 金４

５，０００予 備 費４１２４，３４６国 庫 補 助 金１
５，０００予 備 費１７０１，６３０県 支 出 金５

７０１，６３０県 補 助 金１
１８，７６１補 助 金６

１８，７６１そ の 他 補 助 金１

４，８９２，８６３損 益 勘 定 留 保 資 金 等

３２，１０７，０６１　 合 計　３２，１０７，０６１　 合 計　

病
院
事
業
（
５
財
　
　
務
）



柑　各年度損益計算書（税抜）　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

桓　収支概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

－ ３７０ －

病
院
事
業
（
５
財
　
　
務
）

平成２６年度予算平成２５年度決算平成２４年度決算年　　度
科　　目

１４，９２５，９９３１３，１３７，４９４１３，３７３，９６８医 業 収 益１

１２，０７０，２８５１０，４５７，１８８１０，２９６，５５７入 院 収 益１
２，６９５，５０７２，５２４，１０６２，９０５，０２９外 来 収 益２
１６０，２０１１５６，２００１７２，３８２そ の 他 医 業 収 益３

１５，２２３，６９０１３，２８５，０４０１３，３５３，４３３医 業 費 用２

８，８２３，０５６７，９３５，７７８７，８７８，６８０給 与 費１
３，７６０，７５５３，２２５，４５２３，２０９，３４１材 料 費２
１，８９９，８８８１，４８５，３５４１，６５９，７７７経 費３
６５５，４９５５１９，６１４５１８，７９３減 価 償 却 費４
１０，３６０５６，２２４２０，５９９資 産 減 耗 費５
７４，１３６６２，６１８６６，２４３研 究 研 修 費６

△２９７，６９７△１４７，５４６２０，５３５　 医 業 損 益　

１，０２６，２６７８０８，５４３７８６，４６８医 業 外 収 益３

６，９１７１０，１９２６，７７５受 取 利 息 配 当 金１
６５，１２４５２，６３２４７，３２４国 庫 補 助 金２
３４７，７３２３２５，９４５３２７，４５９県 補 助 金３
３６６，０６８３２８，５４５３２０，２４１負 担 金 交 付 金４
１２，２２０００受 託 収 益５
２９，１７０２６，８５１２５，３７８他 会 計 補 助 金６
１９９，０３６６４，３７８５９，２９１そ の 他 医 業 外 収 益７
６９６，６５１３４１，１０７３３３，７４４医 業 外 費 用４

９６，６０１９５，１８９９２，３０２支払利息及び企業債取扱諸費１
１３４，２５８１１，２５００繰 延 勘 定 償 却２
４６５，７９２２３４，６６８２４１，４４２雑 損 失３
３１，９１９３１９，８９０４７３，２５９　 経 常 損 益　

０００特 別 利 益５

４，４７６，６２２１２，９５９１２，８４０特 別 損 失６

５，０００００予 備 費７

△４，４４９，７０３３０６，９３１４６０，４１９　 当 年 度 純 損 益　

２５（決算）２４（決算）２３（決算）２２（決算）年度
区分

１３，９４６，０３７１４，１６０，４３６１３，７１２，４２４１３，９８５，５３7総 収 益　　　　○イ 

１３，６３９，１０６１３，７００，０１７１３，４３９，５１５１３，５９２，５０２総 費 用　　　　○ロ 

３０６，９３１４６０，４１９２７２，９０９３９３，０３５差　　引　　○イ －○ロ 

１０２．３１０３．４１０２．０１０２．９収 益 率　　○イ ／○ロ 


